
合
3

24.4 33.4 42.4 50 50 Ｄ
％ 15.4

17.3 22.1 12.1 15 15 △1.2

06020000  総合計画の推進と未来の価値の創造

幸
福

滝沢市で幸せに暮らしている人の割合
4

62.5 65 70 75 75 Ｃ
％ 60.1

65.4 62.6 62 63.2 63.2 20.8

06030000  行政経営を支える情報システム基盤の確保
暮
ら
し

滝沢市の行政サービスは良いと感じている人の割合
5

40 43 46 50 50 Ｃ
％ 37

38.4 37.6 35 40.9 40.9 30.0

06030000  行政経営を支える情報システム基盤の確保

幸
福

滝沢市で幸せに暮らしている人の割合
6

63 67 71 75 75 Ｃ
％ 60.1

65.4 62.6 62 63.2 63.2 20.8

政    策 :

担当部長職・氏名

(２) 政策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No 政 策 目 標 指 標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 政策を構成する基本施策及び目標値の達成状況
基 本 施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
基 本 施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ｅ 最終更新日：令和  5年 7月 5日 1頁

後期基本計画 令和　４年度 政策方針評価書

０６ 次代を担う人材の育成と、持続可能な行財政経営を進める部門

企画総務部長  佐藤　勝之

１．政策の令和 4年度までの実現状況を明らかにする
(１) 計画のビジョン（政策が実現できたときの状態）

次代への多様な環境変化の中にあっても、持続可能な行財政経営を支えるため、滝沢の価値と未来を創造する人材の育成と

、課題解決に向けた組織力の強化、経営資源の確保と資源配分の最適化を進められる部門を目指します。

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

暮
ら
し

滝沢市の行政サービスは良いと感じている人の割合

1 40 44 47 50 50 Ｃ
％ 37

38.4 37.6 35 40.9 40.9 30.0

幸
福

滝沢市に愛着がある市民の割合

2 76 77 79 80 80 Ｃ
％ 74.6

69.1 68.1 71.2 75 75 7.4

06010000  市民の信頼と負託にこたえる行政体制の構築
暮
ら
し

滝沢市の行政サービスは良いと感じている人の割合
1

40 43 46 50 50 Ｃ
％ 37

38.4 37.6 35 40.9 40.9 30.0

06010000  市民の信頼と負託にこたえる行政体制の構築

幸
福

滝沢市に愛着がある人の割合
2

75 77 78 80 80 Ｃ
％ 74.6

69.1 68.1 71.2 75 75 7.4

06020000  総合計画の推進と未来の価値の創造
暮
ら
し

総合計画を知っている人の割



9.3 88.8 88.8 0.0

06060000  納税しやすい環境の整備と確実な税財源の確保

幸
福

滝沢市で幸せに暮らしている人の割合
13

63 67 71 75 75 Ｃ
％ 60.1

65.4 62.6 62 63.2 63.2 20.8

06070000  市民に信頼される会計事務の実現
暮
ら
し

伝票返却率
14

8.25 8 7.75 6 6 Ａ
％ 9.9

9.46 5.83 5.76 5.34 5.34 116.9

06070000  市民に信頼される会計事務の実現

幸
福

滝沢市で幸せに暮らしている人の割合
15

63 67 71 75 75 Ｃ
％ 60.1

65.4 62.6 62 63.2 63.2 20.8

政    策 :

担当部長職・氏名

(３) 政策を構成する基本施策及び目標値の達成状況
基 本 施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
基 本 施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ｅ 最終更新日：令和  5年 7月 5日 2頁

後期基本計画 令和　４年度 政策方針評価書

０６ 次代を担う人材の育成と、持続可能な行財政経営を進める部門

企画総務部長  佐藤　勝之

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

06040000  次代につなげる財務基盤の確立
暮
ら
し

滝沢市の行政サービスは良いと感じている人の割合
7

40 43 46 50 50 Ｃ
％ 37

38.4 37.6 35 40.9 40.9 30.0

06040000  次代につなげる財務基盤の確立

幸
福

滝沢市で幸せに暮らしている人の割合
8

63 67 71 75 75 Ｃ
％ 60.1

65.4 62.6 62 63.2 63.2 20.8

06050000  市政経営を支える効率的で安定した課税体制の実現
暮
ら
し

電子申告等の利用率
9

59 61 63 65 65 Ａ
％ 56.8

65.9 72.8 75 76.3 76.3 237.8

06050000  市政経営を支える効率的で安定した課税体制の実現

幸
福

滝沢市で幸せに暮らしている人の割合
10

63 67 71 75 75 Ｃ
％ 60.1

65.4 62.6 62 63.2 63.2 20.8

06060000  納税しやすい環境の整備と確実な税財源の確保
暮
ら
し

一般税の収納率
11

97.8 97.8 97.8 97.8 97.8 Ｄ
％ 97.8

98.3 98.3 98.6 98.6 98.6 0.0

06060000  納税しやすい環境の整備と確実な税財源の確保
暮
ら
し

目的税の収納率
12

86.1 86.1 86.1 86.1 86.1 Ｄ
％ 86.1

89.5 89.4 8



達

制度変更等による社会

成

保障経費の増加による

し

財政への影響

・長期に

た

わたる低金利政策によ

Ｂ

る資金運用への影響

【

概

内部環境】

・定年延長

ね

制度への対応と人材の

達

確保

・公共施設の長寿

成

命化への対応

・価値観

し

の変化や生活様式の変

た

化に伴う事務事業の見

Ｂ

直し

・デジタル社会へ

取

の対応

(１) 令和 

組

6年度方針策定に際し

み

、今後の方向性や引継

の

課題

今後の方向性】

・

一

総合計画の着実な推進

部

を図ります。

・経営資

見

源の確保と資源の最適

直

化を継続します。

・有

し

事においても業務を継

が

続できる体制と人材育

必

成を図ります。

【引継

要

課題】

・次期総合計画

４

の着実な推進

・経営資

．

源の確保

・物価高騰や

政

社会保障経費の増加等

策

に対応するための財政

の

運営

・デジタル化への

実

対応

現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする

Ｂ 課題あり

様式Ｅ 最終更新日：令和  5年 7月 5日 3頁

後期基本計画 令和　４年度 政策方針評価書

０６ 次代を担う人材の育成と、持続可能な行財政経営を進める部門

企画総務部長  佐藤　勝之

２．政策の実現に向けての令和 4年度までの取り組み状況を分析する

・人材育成基本方針に基づく人材育成を図るとともに、人事評価制度の円滑な運用を図りました。

・総合計画の推進と次期総合計画策定に向けた取組を推進しま

政

した。

・財政構造改革

 

を推進し、基金保有高

 

も増加傾向となるなど

 

財政基盤は一定程度強

 

化されました。

・コロ

策

ナ禍において国等の財

:

源を有効に活用し、効

担

果的な対策事業に資源

当

を配分し事業を実施し

部

ました。

・行政サービ

長

スの基盤となる各情報

職

システムについて、セ

・

キュリティ対策強化を

氏

実施しつつ安定稼働の

名

確保に努めました。

・

(

税務職員の資質の向上

１

と適正課税の継続に努

)

めました。

・納税環境

 

を整えるなど、税収納

政

対策に継続的に取り組

策

みました。

(２) 基

目

本計画内の取り組みと

標

方針のうち、令和 4

の

年度の重点課題の達成

達

（実現）状況

【重点課

成

題】

・人事管理と人材

（

育成、人事評価の円滑

実

な運用と働き方改革の

現

推進、後期基本計画の

）

仕上げと第2次総合計

に

画の策定

・デジタル社

向

会の実現への対応と情

け

報システムの安定運用

た

、財源の確保と安定的

基

な財政運営の推進

・税

本

務職員の資質向上と電

計

子化の推進、収納率向

画

上対策と納めやすい環

期

境の整備、適正な会計

間

事務の維持

【重点課題

内

に対する達成状況】

・

の

人事評価制度の公正な

取

運用、後期基本計画の

り

進捗管理と次期総合計

組

画の基本構想等につい

み

て検討を進めました。

と

・税収の確保等と持続

方

可能な財政運営に努め

針

、財政基盤の安定化を

に

図りました。

・税務職

つ

員の資質の向上と税収

い

納対策に継続的に取り

て

組みました。

・適正な

の

会計事務の指導を実施

達

しました。

３．政策の

成

実現に向けて令和 4

（

年度実施後での変化（

実

外部環境・内部環境）

現

を認識する

【外部環境

）

】

・物価高騰による税

状

収や財政への影響

・デ

況

ジタル社会の進展に伴

Ｂ

う国のＩＴ戦略の加速

概

化

・生産年齢人口の減

ね

、高齢化の進展並びに



政    策 :

担当部長職・氏名

(２) 所管基本施策別事業費実績表

No 基    本    施    策    名
計画額 実績額 比較 (%)

様式Ｅ 最終更新日：令和  5年 7月 5日 4頁

後期基本計画 令和　４年度 政策方針評価書

０６ 次代を担う人材の育成と、持続可能な行財政経営を進める部門

企画総務部長  佐藤　勝之

令和 4年度

06010000  市民の信頼と負託にこたえる行政体制の構築
1

10,655 10,498 △1.5

06020000  総合計画の推進と未来の価値の創造
2

30,048 35,827 19.2

06030000  行政経営を支える情報システム基盤の確保
3

88,979 66,812 △24.9

06040000  次代につなげる財務基盤の確立
4

34,953 37,423 7.1

06050000  市政経営を支える効率的で安定した課税体制の実現
5

58,255 54,669 △6.2

06060000  納税しやすい環境の整備と確実な税財源の確保
6

91,751 85,347 △7.0

06070000  市民に信頼される会計事務の実現
7

24,488 18,716 △23.6


